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本
学
で
教
職
協
働
が
進
ん
だ
の
は
、

苦
い
経
験
が
き
っ
か
け
で
す
。
２
０
０

６
年
以
前
は
競
争
的
資
金
の
獲
得
件
数

が
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、「
新
た
な

教
育
改
革
を
進
め
る
た
め
に
も
、
競
争

的
資
金
の
獲
得
が
必
須
」
と
い
う
当
時

の
学
長
の
考
え
の
下
、
よ
り
積
極
的
な

申
請
を
行
う
方
針
を
立
て
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
一
部
の
教
員
の
み
で
構
成
さ
れ

て
い
た
申
請
チ
ー
ム
の
体
制
を
変
更
。

申
請
分
野
に
お
け
る
教
員
の
知
見
と
職

員
の
視
野
を
生
か
し
、
共
に
議
論
で
き

る
体
制
を
築
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
互

い
の
立
場
を
理
解
、
尊
重
で
き
、「
職

員
の
考
え
を
教
員
が
取
り
入
れ
実
行
す

る
」
形
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

そ
の
結
果
、２
０
１
５
年
か
ら
３
年
間
、

競
争
的
資
金
獲
得
件
数
が
全
私
立
大
学

中
ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
２
０
０
９
年
、
当
時
は
珍
し

か
っ
た
職
員
出
身
の
理
事
長
が
誕
生
。

こ
れ
は
マ
レ
ー
シ
ア
と
関
係
を
築
い
て

留
学
生
を
呼
び
込
む
な
ど
の
実
績
が
評

価
さ
れ
て
の
こ
と
で
す
。
学
内
に
、
職

員
に
も
大
学
を
変
え
て
い
く
力
が
あ
る

と
の
見
方
が
広
ま
り
ま
し
た
。
歴
代
の

学
長
ら
が
「
大
学
は
教
員
と
職
員
の
両

輪
で
動
い
て
こ
そ
力
を
発
揮
す
る
」「
職

員
も
大
学
の
経
営
層
に
な
れ
る
」
と

常
々
口
に
し
、
重
要
事
項
を
審
議
す
る

会
議
に
職
員
の
参
画
を
進
め
ま
し
た
。

こ
う
し
た
ト
ッ
プ
の
後
押
し
も
あ
り
、 

    ＊
　Ｃ
Ｏ
Ｃ
、Ａ
Ｐ
、Ｓ
Ｇ
Ｕ
な
ど
、
競
争

的
資
金
の
獲
得
に
立
て
続
け
に
成
功
す

る
と
、
教
員
も
職
員
の
力
を
認
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
職
員
力
が
高
ま
っ
た
理
由
に
は
、
ガ

バ
ナ
ン
ス
改
革
の
影
響
も
無
視
で
き
ま

せ
ん
。
教
授
会
が
強
い
と
職
員
の
意
見

は
生
き
ず
、
教
授
会
が
ノ
ー
と
言
え
ば

施
策
が
停
滞
し
、
職
員
が
活
躍
す
る
余

地
も
減
り
ま
す
。
中
教
審
で
ガ
バ
ナ
ン

ス
改
革
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
っ
た
こ

と
が
追
い
風
に
な
っ
て
学
長
の
権
限
が

強
化
さ
れ
、
教
職
協
働
で
改
革
を
進
め

る
体
制
に
至
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
多
様
な
組
織
・
会
議
体
で
職

員
が
活
躍
中
で
す
。
教
学
の
最
高
意
思

決
定
機
関
や
教
授
会
に
職
員
が
入
り
、

施
策
を
議
論
。
各
セ
ン
タ
ー
に
は
、
教

員
と
職
員
が
い
ず
れ
も
セ
ン
タ
ー
員
と

し
て
所
属
し
、
協
働
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
６
年
に
策
定
し
た
長
期
ビ

ジ
ョ
ン「Centennial SIT

 A
ction

」

で
は
、
ア
ジ
ア
工
科
系
大
学
ト
ッ
プ
10

を
め
ざ
す
た
め
の
施
策
の
一
つ
に
「
教

職
協
働
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
が
掲
げ
ら

れ
ま
し
た
。
世
界
と
伍
す
る
に
は
職
員

と
共
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
だ
と
い

う
決
意
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
は
あ
ら
ゆ
る
議
論
を
エ
ビ
デ
ン

ス
ベ
ー
ス
で
進
め
て
い
ま
す
が
、
エ
ビ

デ
ン
ス
と
な
る
デ
ー
タ
の
多
く
は
職
員

が
持
っ
て
い
ま
す
。
教
員
の
求
め
に
応

じ
て
素
早
く
デ
ー
タ
を
提
供
し
た
り
、

あ
る
い
は
職
員
自
ら
が
デ
ー
タ
を
基
に

議
論
の
口
火
を
切
っ
た
り
す
る
う
ち

に
、
教
員
は
職
員
を
専
門
職
と
し
て
見

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
、

教
学
改
革
や
将
来
構
想
に
お
け
る
職
員

発
の
提
案
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
強
化
し
た
い
の
は
教
職
学
連

携
、つ
ま
り
学
生
も
含
め
た
協
働
で
す
。

現
在
は
学
修
成
果
の
可
視
化
、
広
報
活

動
等
で
協
働
が
進
む
ほ
か
、
学
生
自
治

会
が
執
行
部
に
提
案
を
行
う
場
も
設
け

ら
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
関
係
を
深

化
さ
せ
る
余
地
が
あ
る
は
ず
で
す
。
大

学
の
主
役
で
あ
る
学
生
か
ら
の
信
頼
を

さ
ら
に
高
め
、
三
位
一
体
感
に
お
い
て

も
世
界
レ
ベ
ル
で
突
出
し
た
大
学
で
あ

り
た
い
と
考
え
ま
す
。

みつしげのぶゆき●スポーツ関連企業を経て1997
年芝浦工業大学に入職。企画部生涯学習事務課、
庶務課（学事課の前身）、人事課など、法人部署や教
学部署で経験を積む。その後、総務部長、学事部長を
経て、2021年より現職。

満重 信之
理事・事務局長

アジア工科系大学トップ10をめざし
教職学三位一体の協働に進化

学生数／9,499人　専任教員数／330人　専任職員数／184人　
学部／工、システム理工、デザイン工、建築
大学院／理工学
THE世界大学ランキング2022／1201+位、同日本版／28位、THEインパクトランキング2022／1001+位

「
教
職
協
働
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
」

を
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る

学
生
も
運
営
に
巻
き
込
み

教
職
学
協
働
へ

＊正式名称はそれぞれ「地（知）の拠点整備事業」「大学教育再生加速プログラム」「スーパーグローバル大学創成支援事業」

組織力を高める主な取り組み

特集  あの大学が元気な理由

▶100周年（2027年）に向けた長期ビジョン
　「Centennial SIT Action」（2016年策定）で、
　５つの中心施策の一つに「教職協働トップランナー
　（教職学協働によるDX推進の質保証）」を据える。
　KPIとして、「職員力の学外評価TOP10内」
　「女性職員比率50％」を設定。

▶歴代学長が、職員の役割の重要性を事あるごとに全学に発信。
　数値データを基に議論する文化を醸成し、教員に対して職員との協働を促す
▶「学長室会議」「学部長・研究科長会議」など上位レベルの会議体に
　部長クラスの職員が参画
▶教授会に職員が参画し、学部長の活動を支援
▶「教職協働ワークショップ」を年に数回開催。教育改革について話し合う
▶グローバルPBL（海外学生との課題解決型ワークショップ）の派遣、受け入れを
　教職協働で実施。職員の参加をＳＤ活動の一環に位置付ける

▶大学企画課が中心となり、職員が集めた競争的資金の公募情報を集約し、申請を検討。
　申請時は、課外の職員も含めて戦略検討チームを編成し、他部署や学部に指示を出す
▶「大学教育・学生支援推進事業大学教育推進プログラム」に、
　教職協働で全学の学習・教育目標を策定する「全学ワールドカフェ」を含む取り組みを
　申請、採択（2010年。取組名は「ＰＤＣＡ化とＩＲ体制による教育の質保証」）

目的、
ゴールを
共有する
しくみ

教職協働を
促進する
しくみ

競争的資金
獲得を
めざす体制

この20年間で教職協働を急進展させた背景には、職員が活躍できる環境をトップが
整備してきた歴史がある。教職協働日本一をめざす大学に、軌跡と今後を聞いた。

芝浦工業大学

教職学、三者の知恵を生かして
緊急事態下の遠隔授業を改善

Centennial SIT Action ５つの柱

　コロナ禍もまた、同大学の教職学協働を進展させた。多くの大学が遠隔授
業への移行を迫られた2020年、教職合同のＦＤ・ＳＤ研究会を開催。同年４
～12月に全13回、専任教員、非常勤講師、授業のサポートにあたる各部署
の職員を集めて、遠隔授業の質を高めるための話し合いを行った。加えて、学
生の協力も仰いだ。学生自治会が実施した学生アンケートの内容を大学側が
共有するとともに、学生団体との意見交換会を実施。学生が感じている遠隔
授業についての課題、メリット、学修効果などを探った。
　共有されたノウハウや学生の声は、研究会実施期間中も反映できるものか
ら反映。例えば、15人の教員と500人の学生が46グループに分かれて行う
大規模ＰＢＬをオンライン上で実現させた。対面授業を再開してからもオンライ
ンで受講する学生は多く、大学は今後も教職学三者の力を合わせて、オンライ
ン授業の改善に取り組む。
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注目！ ＦＤ・ＳＤ研究会で扱われたテーマ

「反転授業の実施方法」
「遠隔授業での学修成果の評価の方法」
「オンラインでのPBLや研究室の運営環境」
「障がいをもった学生への合理的配慮」 など

※⑤は、①～④を実現するための施策の位置付け

１
２
３
４
５

理工学教育日本一
知と地の創造拠点
グローバル理工学教育モデル校
ダイバーシティ推進先進校
教職協働トップランナー

土木工学科のTＡとの協働による反転授業の様子


